
2019年1月に設立された研究機関。星合校長が所長を務める。自治体や企業、研究機関など多様な主体と連
携し、SCB理論の普及、イノベーション創発人材の育成、地域活性化プロジェクトの実施、SCB理論を用いた
全国約50の活動の支援、SCBイノベーションアカデミーの運営を行っている。
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詳しくはウェブサイト https://scblab.jp　★ または検索で SCBラボ 検索
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学び直し・学びの習慣化

オンラインサロン

学びを通じたコミュニティ

アーカイブコンテンツ

多様な学びの機会提供

SCBイノベーションアカデミー

一般社団法人SCBラボ

　少子高齢化や新型コロナウイルスの感染拡大などにより、地域や企業が疲弊しています。これら
の解決に向けては、地域や企業においてイノベーションを創発することが有効です。ここで、イノベ
ーション創発は、新たな発想で新たな価値観を生み出すことであり、技術革新と新結合に分けら
れます。技術革新は、技術の進展によって新たな価値観を生み出すことですが、最近では、「新たな
つながり」によって新たな価値観を生み出す「新結合」が特に注目されています。
　この新結合型のイノベーションを創発するための理論としてSCB理論が提案されています（1）～
（3）。SCB理論は、世界初のP2Pネットワークである「ブローカレス理論」（4）（5）を用いて、地域資源に
よる「新たなつながり」を構築することによって、そのつながりから新たな価値観を創出する点にア
イデアがあります。つまり、地域に点在する様々な地域資源同士の新たなつながりをP2Pによって
科学的に構築することにより、そこから新たな価値観を創出するのです。
　また、SCB理論に基づいて、企業のイノベーション創発の取り組みを分析すること、様々な地域
課題・企業課題を解決することを目的に51項目から成るSCBメソッドが考案されています（3）。現
在、SCBメソッドを採用している260の企業・団体を対象に、SCBメソッドを用いたイノベーション
分析が進められてます。
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・熊本校（2020年4月設立）
・道の駅サテライト校（道の駅阿蘇・道の駅坂本）

・個人一般会員 月額5,000円
・個人プレミアム会員 月額20,000円
・法人会員
・法人プログラム ・福岡校（2020年10月設立）

Tel.090-9602-2967（熊本校副校長：内藤）

Tel.090-7442-2123（事務局長：矢野）

Tel.080-3084-7571（事務局長：小保方）
・群馬校（2021年4月設立予定）

◆お問い合わせ先◆アカデミー受講料（熊本校）

※福岡校・群馬校についてはお問い合わせください。

星合博士の講義 熊本校

なぜイノベーションが必要なのか？
イノベーション創発のためのSCB理論とは？

https://scb-innovation.academy/

◎イノベーションを起こしたい方
◎社会的意義のある活動を行っている方
◎チャレンジングな取り組みを行っている方
◎新規ビジネスを創出したい方

◎スタートアップを行いたい方
◎プログラミングやICTを学びたい方
◎つながりを科学的に学びたい方
◎イノベーションの仕組みを理論的に学びたい方

こんな方たちにオススメ

お問い合わせください




